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Case 3-2013: A 72-Year-Old Woman with Abdominal Pain and Distention after Peritoneal Dialysis
(New England Journal of Medicine 2013 Jan 24;368(4):375-85)
【Problem List】
＃01　末期腎不全
＃02　腹膜透析用カテーテル閉塞
＃03　嘔気・嘔吐
＃04　体重減少
＃05　腹痛・腹部不快感
＃06　便秘
＃07　貧血
＃08　便潜血陽性
＃09　食欲不振
＃10　血液透析用カテーテル部位の疼痛
＃11　発熱
＃12　糖尿病、高血圧、脂質異常症、心血管疾患（聴診所見含む）の既往
＃13　認知症、うつ病の既往
＃14　再発性尿路感染症、腎盂腎炎、腹膜炎
＃15　英語話せない
＃16　ADL低下
＃17　間質性肺水腫
＃18　無気肺
＃19　肺の小結節
＃20　混濁した腹膜透析液
＃21　L5椎体の溶骨

＃22　フィブリン塊を含む腹膜透析液
＃23　尿検査で白血球増多
＃24　尿検査で上皮細胞（扁平上皮、移行上皮、尿細管上皮）、円柱（顆粒球、硝子様、蝋様）
【Assessment】
　末期腎不全で腹膜透析中の72歳女性が、腹痛、嘔気・嘔吐、腹部膨満の症状と腹膜透析液の混濁により、入院となった。既往症が複数あるが、今回に関係するのは腹膜透析用カテーテルの閉塞、嘔気・嘔吐といった腹部症状、骨病変および肺病変である。尿検査の結果は、再発性の尿路感染症、腎盂腎炎によるものと考えられる。
★プロブレムから何が考えられますか？　鑑別診断と必要な検査を挙げてみて下さい。
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